
匝瑳探訪

　

新
年
を
迎
え
、
こ
の
年

の
良
し
あ
し
、
毎
月
の
天

候
や
農
作
物
の
豊
凶
な
ど

を
占
う
「
年と

し

占う
ら
な

い
行
事
」

が
続
い
て
い
る
市
内
の
神

社
が
あ
り
ま
す
。

　

代
表
的
な
神
事
が
正
月

15
日
の
松
山
神
社
の
「
筒つ

つ

粥が
ゆ

」
で
す
が
、
吉
崎
・
星

宮
神
社
で
は
正
月
３
日
に

「
お
的ま

と

神
事
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
『
千
葉
県
の
歴
史 

別
編 

民
俗
Ⅰ（
総
論
）』

（
１
９
９
９（
平
成
11
）年
３
月
発
行
）に
は
、

「
県
下
に
は
オ
ビ
シ
ャ
と
呼
ば
れ
る
正
月
に

弓
で
的
を
射
る
行
事
が
広
く
み
ら
れ
る
」、

「
正
月
に
あ
た
り
そ
の
年
の
豊
凶
を
占
う
年

占
、
的
の
鬼
の
字
を
矢
で
破
り
、
ム
ラ
に
悪

し
き
も
の
が
入
ら
ぬ
こ
と
を
願
う
破は

魔ま

の
二

つ
の
意
味
が
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
、
発
行
時
、

県
内
22
例
が
見
ら
れ
る
と
あ
り
ま
す
。

　

吉
崎
・
星
宮
神
社
の
お
的
神
事
で
は
、
始

め
に
宮
司
と
氏
子
総
代
長
（
区
長
）
が
２
回

ず
つ
交
代
で
的
を
、
３
回
目
は
宮
司
が
天

（
悪
鳥
）
を
、
総
代
長
が
地
（
悪
虫
）
を
同
時

に
射
て
豊
作
祈
願
を
行
う
そ
う
で
、
的
は
妙

見
信
仰
の
同
神
社
の
神し

ん

紋も
ん

・
月つ

き

星ぼ
し

を
か
た
ど

っ
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
初
め
の
休
日
に
は
同
神
社
で
こ
れ
も

年
占
い
行
事
の
「
サ
イ
コ
ロ
祭
礼
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
神
事
が
一
通
り
済
ん
だ
後
の
直な

お

会ら
い

で
、
２
つ
の
サ
イ
コ
ロ
を
振
り
、
出
た
目
が

丁ち
ょ
う（
偶
数
）の
時
は
豊
年
満
作
、
家
内
・

町
内
安
全
、
半は

ん（
奇
数
）
だ
っ
た
時
は

浜
大
漁
、
商
売
繁
盛
と
さ
れ
、
終
了
後
、

サ
イ
コ
ロ
と
つ
ぼ
は
次
期
当
番
に
引

き
継
が
れ
る
と
い
う
何
と
も
珍
し
い

年
占
い
で
、
江
戸
時
代
か
ら
半
農
半

漁
だ
っ
た
地
域
性
が
色
濃
い
行
事
で

す
。

　

か
つ
て
は
椿
・
星
神
社
、
平
木
・

星
宮
神
社
で
も
お
的
神
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
途
絶
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

新
年
に
あ
た
り
伝
統
行
事
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
も
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
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・
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神事を終えて（藤末泰次氏提供）
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…
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増
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正
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議
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運
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員
会

委
員
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…
行
木
光
一　

副
委
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長
…
田
村
明
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委
員
…
石
田
勝
一
、
苅
谷
進
一
、
山
﨑

等
、
平
山
政
利
、
内
山
隼
人
、
増
田
清

巳
常
任
委
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会
委
員

▽
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
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増
田
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副
委
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木
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委
員
…
苅
谷
進
一
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石
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春
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都
祭

広
一
、
増
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正
義

▽
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
長
…
近
藤
魁
人　

副
委
員
長
…
内
山
隼
人　

委
員
…
田
村
明
美
、
佐
藤
悟
、
石
田
加

代
、
平
山
政
利

▽
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
…
椎
名
勝
英　

副
委
員
長
…
伊
東
一
成　

委
員
…
石
田
勝
一
、
武
田
光
由
、
山
﨑

等
、
林
明
敏

▽
予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長
…
石
橋
春
雄　

副
委
員
長
…
伊
東
一
成　

委
員
…
正
副
委
員
長
を
除
く
他
の
議
員

一
部
事
務
組
合
議
会

◆
東
総
衛
生
組
合

　

行
木
光
一
、
林
明
敏

◆
匝
瑳
市
ほ
か
二
町
環
境
衛
生
組
合

　

佐
藤
悟
、
石
橋
春
雄
、
伊
東
一
成

◆
匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合

　

石
田
勝
一
、
山
﨑
等
、
椎
名
勝
英
、

近
藤
魁
人

◆
東
総
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　

都
祭
広
一
、
苅
谷
進
一
、
平
山
政
利

◆
八
匝
水
道
企
業
団

　

都
祭
広
一
、
田
村
明
美
、
武
田
光
由
、

内
山
隼
人
、
増
田
清
巳

◆
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

石
田
加
代

 

問
議
会
事
務
局
☎
73
・
０
０
９
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市
議
会
12
月
定
例
会
で
、
正
副
議
長
、
議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
各
常
任
委
会

委
員
、
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
議
会
人
事
は
次
の
通
り
で
す（
敬
称
略
）。

新
た
な
議
会
人
事
が
決
定
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力
作
募
集
中

短
　

歌 

依
知
川　

雅
一 

推
薦

小
春
日
に
ど
っ
さ
り
届
く
柚
子
見
つ
め

　

何
を
作
ろ
う
誰
に
あ
げ
よ
う 

福
岡　

福
子

浴
槽
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
柚
子
浮
か
べ

　

そ
っ
と
家
族
の
反
応
を
見
る 

鈴
木　

志
子

そ
の
向
こ
う
と
言
わ
れ
探
し
た
昼
の
月

　

雲
よ
り
薄
く
雲
に
近
づ
く 

宇
野
と
し
子

夫つ
ま

肩
に
愛
猫
乗
せ
鼻
唄
を

　

い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
日
曜
の
朝 

内
藤
喜
代
美

気
が
つ
け
ば
夫
婦
と
な
り
て
半
世
紀

　

子
等
か
ら
贈
ら
る
る
東
北
の
旅 

木
下　

昌
子

星
月
夜
巳
年
最
後
の
十
五
夜
が

　

平
穏
な
れ
と
里
山
照
ら
す 

大
木　

洋
一

か
ま
き
り
の
鎌
を
も
た
げ
て
威
嚇
す
も

　

初
冬
生
き
抜
く
姿
も
弱
し 

鈴
木　

和
子

 

石
田　

健
治 

推
薦

小
春
の
日
ふ
た
つ
の
蝶
の
ひ
ら
ひ
ら
と

　

戯
れ
な
が
ら
菜
園
を
と
ぶ 

伊
橋　

良
子

俳
　

句 

椿　

和
枝 

推
薦

山
眠
る
鳥
居
の
残
る
お
山
様 

𠮷
井　

八
流

持
っ
て
け
と
く
の
字
の
大
根
泥
付
き
で 

川
口　

賢
一

冬
う
ら
ら
村
に
一
つ
の
小
学
校 

那
須　

恒
雄

背
後
よ
り
亡
き
母
の
声
寒
夕
焼 

鈴
木　

志
子

母
を
待
つ
病
棟
の
子
の
ク
リ
ス
マ
ス 

椎
名　

晴
江

一
陽
来
復
甲
状
腺
の
検
査
し
て 

山
﨑
智
惠
子

百
才
を
目
指
す
体
操
冬
の
朝 

石
井　

洋
子

 

石
田　

健
治 

推
薦

涼
し
さ
や
鳴
く
コ
オ
ロ
ギ
の
声
い
ず
こ 

野
仲　

妙
子

猫
じ
ゃ
ら
し
振
り
廻
す
児
ら
下
校
道 

須
貝　

玉
枝

川
　

柳 

勝
又　

康
之 

推
薦

新
年
は
午
に
負
け
ず
に
颯
爽
と 

鈴
木
ト
シ
子

午
が
合
う
ア
ナ
タ
と
私
半
世
紀 

鵜
澤　

澄
子

新
年
も
健
康
願
い
干
支
の
午 

土
屋　

秀
雄

じ
ゃ
じ
ゃ
馬
の
こ
の
子
今
で
は
五
十
代 

林　

長
三
郎

午
年
の
ア
イ
ツ
今
で
も
競
馬
好
き 

鶴
野
千
恵
子

馬
券
買
い
毎
週
土
日
お
楽
し
み 

伊
橋　

裕
子

午
年
か
競
馬
を
買
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か 
塩
野　

京
子

 

石
田　

健
治 
推
薦

温
暖
化
下
駄
の
雪
ま
で
解
け
て
ゆ
く 

熱
田
真
こ
と

何
も
か
も
値
上
げ
値
上
げ
で
音
を
上
げ
る 

て
っ
幹

　秋晴れの澄んだ空の下、地元企業の
タイヘイ株式会社による「子どもフェ
ア」が開催されました。
　当日は100人近くの来場者が集まり、
正午のスタート予定にもかかわらず１
時間前から列ができ、予定を早めての
スタートとなるほどの盛況ぶりでした。
　会場ではキッチンカーでカレーとサ
ラダを子どもたちに無料で提供。タイ
ヘイ自慢のオリジナルドレッシングを
好きなだけ試せるほか、気に入った商

地域のための子ども食堂
品を特別価格で購入できるコーナーも
設けられ、多くのお客さんでにぎわっ
ていました。会場では、匝瑳高校２年
生のボランティア３人が運営をサポー
トしており、イベントの雰囲気をさら
に温かいものにしていました。
　今回のイベントでは、工場の内部が
特別公開され、しょうゆが瓶に詰めら
れる工程を間近で見学することができ
ました。見学していた子どもたちか
らは「前から見学したかった！」「ここ

第10回

で働きたい！」という声が上がるなど、
地域とのつながりや食に対する興味が
育まれる、実りある一日になりました。

＼今月の担当は鈴木優介隊員／1999年生まれ。匝瑳市出身。
大学卒業後、企業のメディア事業部で動画制作業務などを経験。
現在、フリーランスとして動画制作業務などに従事。匝瑳市を
盛り上げるため、さまざまなイベント情報を発信中。回

＼今
大学
現在
盛り

瓶
詰
め
工
程
を
見
学
す
る
参
加
者
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